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この子の．慰めにも

……�黷ﾌない清い一票を！

地方
選挙

’

’

N
　
　
　
　
・
　
　
　
　
烈
ン
「

っ
…
…
…
…
：
…
・
と
じ
て
保
存
下
さ
い
…
…
…
…
…
…
ノ

’
「
、
p
ヤ
辱
，

◇
…
そ
う
で
す
。

，
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
、
こ
の
子

の
幸
わ
せ
を
築
き
あ
げ
る
た
め
に

も
、
わ
た
し
た
ち
は
責
任
と
勇
気

を
も
つ
．
て
清
い
一
票
を
投
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
も
し
あ
な
た
が
汚
れ
た
投
票
を

さ
れ
た
と
し
た
ら
…
地
方
自
治
は

も
ち
ろ
ん
国
の
政
冶
は
乱
れ
、
政

治
は
誤
っ
た
方
向
で
運
営
さ
れ
、

暗
い
住
み
に
く
い
社
会
を
つ
く
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
幸
福
、
そ
し
て
・

こ
の
子
の
将
来
．
の
た
め
に
、
誇
り

と
勇
気
と
責
任
を
も
つ
で
清
い
一

票
を
投
も
ま
し
ょ
う
・
」
・
…
◇
、

護
欝
ド
経
転
転
∴
射
蕊

しP

が
最
も
民
ど
冒
人
に
ゴ
鉛
身

の
判
断
で
投
票
す
る
こ
と
が
、
選
挙
を

公
明
に
し
、
政
治
を
よ
く
す
る
の
で
す

　
今
月
1
7
日
は
県
議
会
議
員
選
挙
馬
3
0

日
ば
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
と
続
い

て
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
県
や
市
町
村
政
治
の
良
し
悪
し
は
直

接
わ
た
し
た
ち
の
台
所
に
も
ひ
び
い
て

く
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
地
方
選
挙

は
情
実
や
義
理
人
情
に
と
ら
わ
れ
た
投

票
や
、
買
収
供
応
な
ど
の
選
挙
違
反
が
．

あ
り
が
ち
で
し
た
。
こ
れ
を
追
放
し
て

公
明
な
選
挙
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

次
に
該
当
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
補
充
選
挙
人
名
簿
を
調
製
．

　
4
月
3
0
日
執
行
予
定
の
日
向
市
長

市
議
会
議
員
選
挙
の
た
め
、
次
の
要
領

で
補
充
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
行
な
い

ま
す
。
該
当
す
る
方
は
申
出
を
・
…
…
．
。

◇
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
資
格
の
あ

・
る
も
の

④
昭
和
3
7
年
9
月
1
5
日
現
在
調
製
の
基

・
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格

9

　．

兜
[
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
政
治
に
参

加
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政
治
に
発
言
す

る
こ
ど
な
の
で
す
。
す
べ
て
の
有
権
者

世
一
≡
識
≡
一
≡
一
’
＝
≡
一
一
三
＝
≡
≡
ξ
≡
≡
一
「
＝
一
≡
≡
ξ
一
≡
≡
【
誉
≡
ξ
＝
≡
三
一
三
一
＝
＝
ぎ
≡
三
＝
一
三

一
公
明
選
挙
都
市
を
書

置
　
こ
ん
ど
の
地
方
選
挙
は
、
わ
た
し
た

満
ち
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る
極
め
て
重

㎞
要
な
選
挙
で
す
。

…
　
し
か
し
、
こ
の
重
要
な
選
挙
で
す
ら

師
一
部
で
は
軽
視
し
、
な
お
ざ
り
に
し
て

恥
い
る
事
実
も
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を

泄
え
ま
せ
ん
。
わ
ず
か
の
お
金
や
情
実
に

り
㎜
　
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
の
こ
の
四
年
間

岬
の
生
活
を
捧
に
ふ
る
こ
と
に
な
る
の
で

位
す
。
日
向
市
は
、
さ
き
に
公
明
選
挙
都

隅
市
を
宣
言
し
ま
し
た
。

酬
　
四
万
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
　
「
買

鴫
収
、
供
応
」
を
追
放
し
、
選
挙
の
公
明

刷
化
で
住
み
よ
い
明
る
い
街
づ
く
り
を
し

当
≡
≡
ξ
＝
＝
三
＝
＝
＝
毒
＝
三
毫
一
一
一
…
ゴ
＝
≡
三
＝
一
ξ
石
＝
≡
三
遷
｝
一
5
＝

↑
・
’
滴
　
．
『
・
．
“
　
「
「
．
㌃
　
一
二
、

．
よ
綜
察
凝
づ
ぺ
が
公
明
垂

　
都
市
を
宣
言
し
た
市
民
で
あ
る
こ
と
を

　
自
覚
し
、
は
ず
か
し
く
な
い
モ
デ
ル
選

挙
の
お
手
本
を
み
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
公
明
選
挙
都
市
宣
言
文

　
　
民
主
政
治
は
国
の
基
本
的
な
国
是
で
．

　
あ
り
、
そ
の
根
元
は
選
挙
が
公
正
明
朗

一量
三
唱
F
姜
≡
望
≡
一
三
；
≡
ξ
冨
三
一
　
軸
＝
ニ
…
ξ
≡
≡
一
呈
≡
ξ
≡
茎
「

∫
　
　
　
ン
．
u
∴
　
　
『
／
、
～

調

　
が
あ
っ
た
が
も
れ
て
い
る
毛
の

◎
昭
和
1
7
年
粗
月
勿
日
か
ら
1
8
年
4
月
．
．

　
以
日
ま
で
に
生
れ
た
者
（
新
有
権
者
ヅ

⑳
昭
和
5
7
年
6
月
1
6
日
以
降
、
昭
和
認
い

　
年
1
月
乃
日
ま
で
に
日
向
甫
に
転
入

　
し
、
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
も
の
・

◇
申
請
期
間
、
場
所

　
4
月
三
日
か
ら
4
月
時
日
ま
で
日
向

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

な
お
補
，
充
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
期
間

中
（
4
月
路
～
2
4
旧
）
に
、
現
在
有
効

な
基
本
選
挙
人
名
簿
、
補
充
選
挙
人
名
「

簿
を
有
権
者
の
み
な
さ
ん
に
お
み
せ
し

ま
す
η
自
分
が
の
っ
て
い
る
か
ど
う
か

二
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
急

ξ
≡
；
【
「
＝
≡
≡
・
ぎ
≡
　
三
＝
・
一
ぎ
・
三
皿
・
一
＝
・
・
ぎ
・
三
㎜
三
＝
一
・
5
二
・
≡
　
三
三
・
＝
三
＝
≡
三
ξ
・
＝
≡
＝
＝
宅
≡
5
≡
【
≡
三
三
三
豆
・
≡
疇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
、
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
人
も
疑
う
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
わ
れ
ら
日
向
市
民
は
、
今
期
統
一
唖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
選
挙
に
際
し
、
あ
ら
ゆ
る
選
挙
事
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
を
な
く
す
た
め
・
全
市
民
が
一
体
と
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
、
r
地
方
選
挙
の
公
明
化
を
期
す
る
脚
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
宣
言
す
る
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　　ニ譜骨格予算で

＼

「

三
月
定
例
議
会
お
わ
る

　
　
3
億
2
千
6
百
6
5
万
2
千
円

「　
　
　
　
　
　
ほ
か
4
8
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

　
昭
和
有
年
第
一
回
日
向
市
定

例
市
議
会
は
、
会
期
を
1
4
日
か

ら
2
8
日
ま
で
の
1
3
日
間
と
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
昭
和
詣
年
度
日
向
市

一
般
会
計
才
入
才
子
予
算
、
日

向
市
防
災
会
議
条
例
の
制
定
な
ど
娼
議

案
で
、
全
部
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
注
目
の
昭
和
3
8
年
度
日
向
市
一
般
会

計
墨
入
才
出
予
算
は
、
ち
ょ
う
ど
地
方

選
挙
を
ひ
か
え
て
い
る
関
係
で
、
政
策

的
な
予
算
は
全
く
計
上
し
て
な
ぐ
、
骨

格
予
算
の
形
で
、
事
務
的
な
必
要
経
費

57

N
度
継
続
事
業
費
だ
け
計
上
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

を
合
わ
せ
て
4
億
4
千
9
百
〃
。
◎
万
1
千

円
5
7
年
度
の
予
算
と
比
較
す
る
と
1
億

4
千
7
百
茄
万
千
円
の
減
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
セ

　
実
質
的
な
予
算
は
、
地
方
選
挙
後
、

新
市
長
の
市
政
方
針
に
よ
っ
て
編
成
さ

れ
て
行
き
ま
す
。

　
で
は
次
に
こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
も
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

△
専
決
事
項
承
認
に
つ
い
て

　
3
7
年
度
事
業
の
財
源
と
し
て
起
債
の

借
入
れ
を
申
請
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
2

月
に
借
入
れ
が
決
定
し
た
の
で
専
決
で

も
っ
て
処
分
し
た
も
の
で
す
。

ω
　
昭
和
3
7
年
度
し
尿
処
理
場
建
設
事

　
業
充
当
財
源
と
し
て
3
百
万
円
を
大

　
蔵
省
資
金
運
用
部
か
ら
年
利
6
分
5

　
厘
で
借
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
償
還
は
、
豹
年
度
か
ら
5
7
年
ま
で
の

　
間
に
元
利
均
等
償
還
で
す
。

㈲
　
昭
和
3
7
年
度
富
島
幹
線
土
地
改
良

　
事
業
充
当
財
源
と
し
て
4
百
万
円
を

　
大
蔵
省
資
金
運
用
部
か
ら
借
入
れ
る

　
こ
と
に
し
ま
し
た
。
利
率
は
年
6
分

　
5
厘
で
、
償
還
は
四
年
度
か
ら
5
7
年

　
度
ま
で
の
間
に
元
利
均
等
償
還
で
す

の
　
昭
和
3
7
年
度
上
水
道
事
業
充
当
財

　
源
と
し
て
2
百
万
円
を
公
営
企
業
金

　
融
公
庫
か
ら
借
入
れ
る
こ
と
に
し
ま

　
し
た
。
利
率
は
年
7
分
4
厘
で
、
償

　
還
は
数
年
ま
で
の
み
ケ
年
以
内
に
元

　
利
均
等
償
還
で
す
。

⇔
　
昭
和
3
7
年
度
公
立
文
教
施
設
整
備

　
事
業
充
当
財
源
と
し
て
1
千
3
百
万

　
円
を
郵
政
省
簡
易
保
険
局
か
ら
借
入

　
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
利
率
は
年

　
6
分
5
厘
で
、
償
還
は
豹
年
度
か
ら

　
5
7
年
度
ま
で
の
1
9
ケ
年
以
内
に
元
利

多

毒
妻
≡　細島臨海工業地帯への進掌

垂号鉄興社の新工場建設で　　　　　　　　　　　　　勘ば、
妻去る5月22日、建設現場である第

二二区造成地で盛大に行われました
＝…　当日は二品社側から前島同社社

ぎ長、寺尾、佐野両常務をはじめ、

毛同社と提携している東北電気鉄興

　　　　　　細島臨海工桑地帯

待望の工場建設はじまる
　　　　鉄興社さスワワqに起工式

妻

雫の3月までに完成させ、4月目
Fら彗　　・はじめる。

毒の五十嵐常務、地元からは黒木知1合金鉄部門の工場建設にもとりか

≡事、藤井日向市長のほか、岩切経

量済同友会代表幹事、各地野選出代1

鐘士など論者棚。人が出席レ

／総段鼻約十八億円で各施設を完　≡

成させ、塩化ビニールの生産をは…＝

　じめるが、従業員は当初140人程……

度で、地元を優先採用したい。　　；

　　なおこの工場が軌道にのり次第≡

…ました。　　　　　　　　　　　　1
≡　神事、クワ入れ式のあと前島憲

妻平社長は工場建設について次のよ
i…うに語りました。

；　　「設備投資の抑制で進出がおく

…れたが、地元の好意、協力でやつ・

≡と建設の運びとなった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

ぎ　　さっそく工場の建設にとりかか・
翫1・rドIIII川“・・1・IIIIIIlllUhl・・1・1川1田hl・1・1・ll【1！聰Ili購1・1・・祠川II h・lllll伊1

かるが時期ははっきりしていないぎ

いつれにしても細島は、電力と水ミ
が豊富だし、土地条件や気候もよ　≡

いので、将来、本社の主力工場は≡
この細島になるだろう…」と。　　……

　このあと祝賀会にうつり、「鉄ξ

興野進出万才」を三唱、午後5時三
に散会しました。　　　　　　　≡

　写真は鉄高社の工場が建設されぎ
る窮二区全景、起工式当日撮す。　……

llUI【 liρllll聖 11悶rOllllml婚lllllllll鷹llIIII恥川1川1「1川1川毒

　
オ
オ
イ
病

　
　
飛
行
機
で
空
か
ら
防
除

　
　
農
薬
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
水
稲
の
最
大
の
敵
と
し
て
農
家
の
み

な
さ
ん
が
最
も
苦
心
し
て
お
ら
れ
る
も

の
に
黄
萎
病
が
あ
り
ま
す
か
、
市
で
は

こ
と
し
も
こ
の
防
除
を
徹
底
的
に
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
対
策
に
は
昭
和
茄
年
度
か
ら
多

額
の
予
算
を
か
け
て
防
除
を
行
な
い
、

多
大
の
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
こ

と
し
は
飛
行
機
に
よ
る
空
か
ら
の
防
除

と
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
の
地
上
一
斉
防

除
の
二
つ
の
方
法
で
行
な
い
ま
す
。
実

施
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
よ
ろ

し
く
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

▽
飛
行
機
散
布

　
④
実
施
地
域
1
1
財
光
寺
、
権
現
原
、

　
中
村
、
庄
手
、
梶
木
、
曙
か
ら
秋
留

　
山
の
田
、
美
々
津
百
町
原
、
高
松
、

　
宮
の
下
の
ほ
と
ん
ど
の
全
水
田
と
奥

　
野
の
一
部
水
田

　
◎
実
施
期
間
1
－
4
月
1
5
日
～
1
7
日

　
（
但
し
雨
天
順
延
）

▽
地
上
一
斉
散
布

　
④
実
施
地
域
1
1
飛
行
機
で
防
除
で
き

　
な
か
っ
た
地
区
全
部

　
⑭
実
施
期
間
1
1
4
月
4
4
日
～
1
6
日

　
（
但
し
雨
天
順
延
）

使
用
農
薬
は
マ
ラ
ソ
ン
粉
剤
で
、
．
実
施

時
間
は
、
’
飛
行
機
散
布
が
午
前
6
時
か

ら
午
前
1
0
時
ま
で
、
地
上
防
除
は
午
前

9
塒
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

肇
猛
灘
迄
季
奮
馨
嚢
ゴ

、

鋪
算
出

般

一
二
一

管向
出

日逸
才
比

年
お
入
額

肺
才
予

∫

瀕
　
、

ザ

亀
芦
ム

’Ψ
E

（才入）　　　予算額比率　　（迫出）　　予算額
牌

1市　　　税119．647 巨議会　　’費10．662！

2地方譲与税　　300 1 1・市役所費｝

3地方交付税108．000 531 13消防費1

脚24127

P56乃i5壌

・奪還澄癸ia・6 6 14土木費l
32ω21

1

・召撃黎1．539 5 9

「
I
l
鵠
霧
l
i

莞i：慧

6夫役及現品　　　2
1 働施設劃

21

・攣繋累1 6．ω1 20 r17保健衛生費
7，286

8国庫支出金162．800　　　1
c

192 18産業経済費
16．0団 4

9県支出金1 5。725［ 1 「19財産費 5，965 1

10寄附金1　　11
1

10統計調査費

11繰　入　金　　　2
1

ト11選挙　費 4291

12繰越金1
1
1
1 112公債費 25．1

13雑収　入・18．761　5 i13諸支出金 1ろ．
F　　，レ

14市　　　債
　

葉．211　　4 「
、
亀

㌧
‘

歳入合計 326・鴫1・000

i1欝計費
326，652 ，廼ノ

　
均
等
償
還
で
す
。

▽
一
時
借
入
金
に
つ
い
て

　
昭
和
甜
年
度
会
計
に
お
い
て
、
資
金

　
の
操
作
上
、
市
の
支
出
に
充
当
す
る

　
た
め
、
一
時
借
入
金
の
借
入
れ
を
す

　
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
借
入
金
額
は
八
千
万
円
以
内
。

　
借
入
先
は
大
蔵
省
資
金
運
用
部
、
郵

　
政
省
簡
易
保
険
局
、
市
中
金
融
機
関

　
借
入
利
率
、
日
歩
4
銭
以
内
。

　
借
入
時
期
は
年
度
内
に
必
要
に
応
じ

　
て
借
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

▽
日
向
市
防
災
会
議
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て

　
こ
れ
は
一
昨
年
制
定
さ
れ
た
災
害
対

　
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た

　
条
例
で
、
委
員
は
指
定
地
方
行
政
機

　
関
の
職
員
、
県
知
事
の
部
内
の
職
員

　
県
警
察
官
、
指
定
公
共
団
体
、
指
定

　
地
方
公
共
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら

　
市
長
が
任
命
し
た
者
の
ほ
か
、
教
育

　
長
、
肖
防
長
及
び
消
防
団
長
な
ど
1
7

　
名
織
し
、
日
向
市
地
域
油
層

　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
、
ノ
ー
　
　
　
　
　
馳

’
謙
．
ー
ノ

い
ジ

　
漁
　
　
同
組
合
で
は
、
小
倉
浜
へ

の
行
楽
客
も
多
く
な
り
、
稚
貝
の
乱
獲

や
組
合
員
以
外
の
密
漁
者
が
め
だ
っ
て

き
た
の
で
、
近
く
海
上
保
安
署
に
そ
の

取
締
り
を
依
頼
し
、
一
般
の
人
は
と
ら

な
い
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。
’

　
取
締
り
で
検
挙
さ
れ
ま
す
と
、
一
万

円
以
下
の
罰
金
を
と
ら
れ
ま
す
の
で
一

般
の
人
は
絶
対
と
ら
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は

市
商
工
水
産
課
、
ま
た
は
漁
業
協
同
組

合
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

γ
◎

　
計
画
の
作
成
、
災
害
が
発
生
し
た
場

　
合
の
情
報
収
集
な
ど
行
う
こ
と
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
災
害
対

　
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
日
向
市
災
害

　
対
策
本
部
条
例
も
制
定
さ
れ
ま
し
た

▽
昭
和
認
年
度
日
向
市
一
般
会
計
才
入

　
薄
霧
予
算
に
つ
い
て

　
5
8
年
度
の
予
算
は
、
ま
え
に
も
述
べ

　
ま
し
た
よ
う
に
骨
格
予
算
と
し
て
編

　
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
新
産
都
市
建
設
計
画
に
と

　
も
な
う
調
査
設
計
と
一
部
関
連
事
業

　
の
執
行
、
火
災
に
よ
る
庁
舎
の
復
興

　
な
ど
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

　
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
す
べ
て
地
方
選

挙
後
、
新
市
長
の
市
政
方
針
に
よ
っ

　
て
予
算
の
肉
付
け
が
な
さ
れ
解
決
さ

れ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
才
入
才

出
と
も
3
億
2
千
6
百
あ
万
2
千
円

　
で
す
。
な
お
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

右
の
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
魎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ヒ
β

，

一iレ

　
な
お
、
市
農
林
課
で
は
農
薬
に
よ
る

危
害
防
止
の
た
め
次
の
よ
う
な
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

①
飲
料
水
、
水
槽
、
井
戸
に
農
薬
が
舞

　
い
込
ま
な
い
よ
う
フ
タ
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

⑧
家
内
に
農
薬
が
入
ら
な
い
よ
う
戸
締

　
り
を
充
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。

㈲
家
畜
の
飼
料
、
牛
馬
の
飼
料
は
四
日

　
間
分
を
前
日
に
準
備
し
て
、
農
薬
の

　
か
か
っ
た
も
の
を
与
え
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

ω
洗
濯
物
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

㈲
養
蜂
は
農
薬
散
布
地
域
か
ら
四
キ
ロ

　
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
移
動
し

　
て
く
だ
さ
い
。
退
避
期
間
は
散
布
の

　
日
か
ら
五
～
六
日
間
で
す
。

⑥
学
校
、
各
施
設
の
責
任
者
の
方
は
衛

　
生
面
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

空
中
防
除
は
農
薬
が
広
く
飛
ん
で
き
ま

す
の
で
充
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
地
上
散
布
地
区
で
も
水
田
の
近
く
の

家
庭
は
空
中
防
除
と
同
様
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
巡
回
文
庫
日
程

市
立
図
書
館
（
元
職
安
跡
）
が
、
四
月

分
の
巡
回
文
庫
を
次
の
日
ど
り
で
開
設

し
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
1
5
日
”
別
府
、
田
の
原
、
落
鹿
、
高

松
、
石
並
、
1
8
日
1
1
江
良
、
畑
浦
、
堀

一
方
、
細
島
、
笈
日
1
1
曙
、
比
良
、
山

下
、
奥
野
、
永
田
、
高
見
橋
、
花
ケ
国

恥
日
1
1
幸
脇
、
遠
見
、
金
ケ
浜
、
二
毛

宮
の
上
、
本
村

i
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
火
災
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
財

産
資
料
か
な
く
な
り
、
資
産
証
明

な
ど
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
財
産
の
名
寄
せ
を
と

り
急
い
で
調
整
し
、
み
な
さ
ん
に

▽
昨
年
中
に
建
物
に
異
動
が
あ
っ
た
人

昭
和
3
7
年
1
月
2
日
か
ら
認
年
1
月
1

日
ま
で
の
間
に
建
物
の
買
売
、
と
り
こ

わ
し
の
あ
っ
た
方
は
、
　
（
土
地
は
登
記

所
で
調
査
し
ま
す
）
売
渡
人
、
移
転
と

り
こ
わ
し
の
年
月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
死
亡
者
名
儀
の
土
地
を
所

有
し
て
い
る
方
は
土
地
の
名
寄
せ
台
帳

を
作
成
す
る
と
き
、
死
亡
者
、
現
存
者

と
の
関
係
が
わ
か
ら
ず
名
寄
せ
に
手
間

ど
り
ま
す
か
ら
故
人
名
儀
が
あ
れ
ば
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

つぎのことを

1万円以下の罰金です

「はまぐり上をとらないで・

小
倉
ケ
浜
の
は
ま
く
り
は
、

漁
業
協
同
組
合
（
富
島
、
平

岩
、
幸
脇
）
の
組
合
員
以
外

の
人
は
と
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
と
っ
た
場
合
は
漁

　
業
権
侵
害
で
益
せ
ら
れ
ま

す
。
な
お
組
合
員
で
も
殼
長

六
セ
ン
チ
以
下
の
は
ま
ぐ
り

を
と
る
こ
と
は
禁
止
ざ
れ
て

〔
　
　
　
　
直
　
　
　
死

し
“
γ

損
害
や
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
ま
で

丹
念
に
調
べ
て
い
た
も
の
だ
け
に
ど
う

し
て
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
け

れ
ば
手
早
く
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

　
い
ま
税
務
課
資
産
係
で
は
、
こ
れ
を

ま
と
め
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
く
ば
り
し
ま
し

た
用
紙
に
直
訴
事
項
を
記
入
し
、
4
月

豹
日
ま
で
に
資
産
係
か
最
寄
り
の
支
所

出
張
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

9

，
多
喉

合
同
慰
霊
祭

　
日
向
市
戦
残
者
合
同
慰
霊
祭
は
、
さ

る
三
日
、
午
前
十
時
か
ら
、
古
城
ケ
丘

の
慰
霊
塔
前
広
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

こ
の
慰
霊
塔
に
は
、
西
南
の
役
か
ら
国

難
の
た
め
に
戦
残
し
た
英
霊
千
三
百
五

十
七
柱
が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
当
日
は

午
前
申
神
仏
合
同
で
心
か
ら
の
祈
り
が

さ
さ
げ
ら
れ
、
午
後
は
盛
大
に
余
興
会

を
行
い
、
静
か
に
眠
る
御
魂
を
慰
め
ま

し
た
。
な
お
こ
と
し
か
ら
、
毎
年
4
月

3
日
を
例
祭
日
と
き
め
、
こ
の
日
に
慰

霊
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

㌧

’

甲

ゼ

も

（
　
・
、
も
㌔
．

翻塚爆下面
篤ジ・撫　＿蓋
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海
水
浴
場
の
適
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
伊
勢
ヶ
浜
、
山
の
子
ど
も
の
臨
海

学
校
と
し
て
、
ま
た
藤
の
名
所
と
し
て

有
名
な
御
仁
が
浦
、
こ
の
点
を
結
ぶ
海

岸
が
、
こ
の
ほ
ど
「
日
向
海
岸
」
と
し

て
県
立
公
園
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
県
立
公
園
の
指
定
は
祖
母
傾
、
南
北

浦
、
尾
鈴
、
西
都
原
慰
安
狭
、
母
智
上
、

関
の
尾
、
わ
に
つ
か
公
園
に
つ
い
で
七

番
目
の
指
定
。

　
指
定
は
美
々
津
か
ら
御
鉾
が
浦
、
畑

浦
を
結
ぶ
海
岸
線
（
延
長
1
5
キ
ロ
）
、
，

国
有
地
、
県
有
地
が
ほ
と
ん
ど
で
面
積

は
8
百
6
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ん
で
い

ま
す
。

　
　
こ
の
区
域
内
に
は
、
い
ま
も
述
べ
た

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
の
名
所
が
あ
り
、
と

く
に
日
向
灘
の
荒
波
に
洗
わ
れ
る
海
岸

線
は
複
雑
で
、
こ
の
海
岸
線
沿
い
の
国

道
十
号
線
の
開
通
、
工
場
誘
致
、
新
産

都
市
の
指
定
で
、
県
内
で
は
指
折
り
の

．
観
光
地
と
し
て
大
き
く
脚
光
を
あ
び
る

も
の
と
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
し
い
公
園
整
備
計
画
案
は

だ
い
た
い
次
の
と
お
り
で
す
。

　
御
鉾
ケ
浦
U
海
水
浴
場
施
設
（
改

良
）
伊
勢
ケ
浜
1
1
休
け
い
所
（
改
良
）

ケ
ビ
ン
2
0
棟
（
新
設
）
、
権
現
崎
1
1
置

け
い
所
（
新
設
）
、
耳
難
題
驚
け
い
所

広
場
、
橋
梁
（
新
設
）
白
山
公
園
u
展

望
台
休
け
い
所
（
新
設
）

　
歩
道
計
画
日
灯
台
線
（
巾
2
メ
ー
ト

ル
、
延
長
3
キ
ロ
、
　
（
新
設
）
、
米
の

山
北
線
、
縫
線
．
（
新
設
）
、
櫛
の
山
線

（
巾
2
メ
ー
ト
ル
、
延
長
0
、
8
キ
ロ

新
設
）
、
細
島
線
、
赤
岩
岬
線
、
耳
川

園
地
線
、
白
山
公
園
地
線
（
新
設
）
、

　
車
道
計
画
1
1
権
現
崎
線
（
幸
脇
出
張

所
～
権
現
崎
）
、
米
の
山
国
回
線
（
細
島

漁
場
前
～
伊
勢
ケ
浜
）
、
平
岩
線
（
岩

脇
駅
前
～
宮
の
上
国
道
分
岐
点
）
白
山

公
園
線
（
幸
脇
～
美
々
津
～
白
山
）
な
ど

写
真
は
県
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
日
向

海
岸
小
倉
ケ
浜

　
・
1
予
防
接
種
日
程

　
　
　
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
次
の
日
程

ヒ蟹
雛
賢
講
嗜
全
員

小
▽
該
当
者
n
昭
和
編
年
8
月
1
日

　
　
か
ら
昭
和
3
7
年
1
0
月
関
日
ま
で
に

し
ギ
、
呉
．
・
湾
遷
町
調
園
圃
奮
碧
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
な

　
生
ま
れ
た
も
の
　
　
　
　
　
　
・
　
・

▽
料
金
1
1
駆
年
度
の
市
民
税
の
税
額
で
・

　
次
の
よ
う
に
別
れ
ま
す
の
で
、
両
年

　
度
の
納
税
令
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　
④
市
民
税
四
百
円
以
上
の
家
庭
騎
二

　
百
七
十
一
円
、
◎
市
民
税
四
百
円
以

．
下
の
家
庭
1
1
六
十
八
円
、
㊨
生
活
保

護
世
帯
1
1
無
料

市
役
所
睦
①
4
月
三
日
、
②
5
月
6
日

日
知
叢
叢
1
1
①
4
月
乃
日
、
②
5
月
7
．

日
、
細
島
小
H
①
4
月
勿
日
、
②
5
月

8
日
置
渡
辺
病
院
1
1
①
4
月
ゐ
日
、
②

5
月
9
日
、
三
股
病
院
1
1
①
4
月
％
日

②
5
月
1
0
日
　
　
　
　
　
　
　
　
・

V
巣
養
学
級
を
開
講
ム

膿々

｣
歌
の

　
神
武
天
皇
お
船
出
の
聖

地
と
し
て
ゆ
か
り
の
あ
る

美
々
津
海
岸
、
桜
の
名
所

権
現
崎
公
園
、
奇
岩
奇
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
ム

f

「．

卲
�
C
岸
」

が
起
伏
し
、
大
平
洋
の
荒
波
を
か
み
く

だ
く
雄
々
し
い
岩
脇
梅
岸
。
そ
し
て
日

向
特
産
は
ま
ぐ
り
碁
石
の
原
料
で
あ
る

「
す
わ
ぶ
て
大
蛤
」
・
ワ
，
五
む
小
倉
ケ
浜
．

　
　
　
　
　
　
　
、
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@
こ
審

　
　
　
　
　
励

ラジオ農業学校を開設

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
農

業
に
従
事
し
て
い
る
青
少
年
の
農

業
教
育
を
目
的
に
し
て
ラ
ジ
オ
農

業
学
校
を
開
校
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
対
象
は
、
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
テ

キ
ス
ト
購
入
者
を
対
象
に
開
校
し

ま
す
が
、
一
般
の
方
も
多
数
出
席

さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す

開
校
a
は
毎
月
一
回
（
不
定
日
）

で
、
開
校
日
は
毎
月
決
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
今
月
の
開
校
日
、
講
師
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
日
時
1
1
4
月
1
9
日
（
金
）
午
前
1
0
時

　
か
ら
午
後
3
時
ま
で

▽
場
所
1
1
日
向
市
役
所
議
場

▽
講
師
宇
品
大
講
師
足
利
実
（
農
業
近

　
代
化
へ
の
道
）
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だ
＾
＼
●

　
第
1
4
回
栄
養
学
級
の
受
講
者
を
募
集
、

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
教
育

委
員
会
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
き

い
。▽

開
講
1
1
4
月
か
ら
9
月
ま
で
毎
月
一

回
開
講
す
る
。

▽
場
所
”
日
向
保
健
所

▽
受
講
者
受
け
つ
け
期
間
1
1
4
月
1
日

　
か
ら
4
月
m
日
ま
で

▽
募
集
人
員
1
1
5
0
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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